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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月29日(2020.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物ＰＴＥＮ－Ｌｏｎｇ遺伝子を含む、組換えウイルス。
【請求項２】
　前記ウイルスは、腫瘍細胞を標的とするように改変されている、請求項１に記載の組換
えウイルス。
【請求項３】
　前記ウイルスは、腫瘍特異的プロモーターの制御下で、ウイルス複製に重要な遺伝子を
配置するように改変されている、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項４】
　前記組換えウイルスは、単純ヘルペスウイルス－１バックボーンを含む、請求項１に記
載の組換えウイルス。
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【請求項５】
　前記ＰＴＥＮ－Ｌｏｎｇ遺伝子は、組織特異的プロモーターに作動可能に結合されてい
る、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項６】
　前記ＰＴＥＮ－Ｌｏｎｇ遺伝子は、誘導性プロモーターに作動可能に結合されている、
請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項７】
　前記ＰＴＥＮ－Ｌｏｎｇ遺伝子は、構成的プロモーターに作動可能に結合されている、
請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項８】
　前記組換えウイルスを被験体に投与することを含む、被験体において癌を治療する方法
に使用される、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項９】
　前記組換えウイルスを被験体に投与することを含む、癌細胞においてＰＤ－Ｌ１を阻害
する方法に使用される、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項１０】
　前記組換えウイルスを被験体に投与することを含む、被験体における癌の部位で浸潤Ｃ
Ｄ８　Ｔ細胞の数を増加させる方法に使用される、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項１１】
　前記組換えウイルスを被験体に投与することを含む、被験体における癌の部位で浸潤ナ
チュラルキラー細胞の数を増加させる方法に使用される、請求項１に記載の組換えウイル
ス。
【請求項１２】
　前記組換えウイルスをを被験体に投与することを含む、被験体における癌の転移を阻害
する方法に使用される、請求項１に記載の組換えウイルス。
【請求項１３】
　哺乳動物ＰＴＥＮ－Ｌｏｎｇ遺伝子を含む組換えウイルスを被験体に投与することを含
む、被験体における癌を治療する方法に使用される、組換えウイルス。
【請求項１４】
　前記組換えウイルスは、腫瘍細胞を標的とするように改変されている、請求項１３に記
載の組換えウイルス。
【請求項１５】
　前記組換えウイルスは、単純ヘルペスウイルス－１バックボーンを含む、請求項１３に
記載の組換えウイルス。
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